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柴原俊介、中西康徳、水野幾子、 
綾部訓子、西川勝美、松永陽子、 
後藤容子、山岡修一、山岡節子、 
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紅葉の道を日本三名瀑「袋田の滝」（茨城県）へ 東洋一の鍾乳洞「あぶくま洞」（福島県）では、観光客が少
なくて驚く。一行は買い物をしたり協力出来ることを模索。

甚大な被害のあった、宮城
県南三陸町の防災対策庁
舎前で、南三陸町語り部ガ
イド・鴻巣修治代表の説明
を聞き、涙する参加者も。
周囲にはまだ瓦礫が残る。

献花に続き、次々と焼香

南三陸町の大久保仮設住宅のみ
なさんに、支援物資を届ける。 

南三陸町の志津川中学仮設住
宅のみなさんに、支援物資を。

南三陸町災害対策本部（ボランティアセンター）
で、猪又課長から本音の説明を聞く参加者たち 

ボランティアセンターでは、癒しのワン
ちゃんが、みなに可愛がられていた。 

車窓からの被災地の被害
状況は、私たちに語りか
けるようで胸に迫り来る
ものがあった。積み上げ
られた被災車、津波をか
ぶり茶色になった常緑樹
と、無傷の常緑樹の対比。 次ページに続く
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前ページからの続き 

復興の兆しも感
じられましたが、復
興屋台村の駐車場
隣には、津波で運ば
れた舟が、そのまま
の状態で置かれて
いました。 
被災地には、今後

も 長 期 に わ た る
様々な支援が必要
だと実感しました。

 中尊寺の金色堂、毛
越寺等を見学後、山形
県の雪の尾花沢等を
通り、快晴の山寺（立
石寺）へ。 
売店で杖を借りた

りして、1,015 段を全
員登りきることがで
きました。 

立石寺本堂と松尾芭蕉の碑の前で

「東北研修旅行＆東日本大震災支援と視察」の日程（事前に支援物資の協力依頼等）

◆2011 年 11 月 21 日（月）6：00 塚田冷子会長宅をマイクロバスで出発→茨城県・袋田
の滝（日本三名瀑）→福島県・あぶくま洞（東洋一の鍾乳洞）→あずま荘（福島県福島
市・飯坂温泉）泊◆11 月 22 日（火）8：00 出発→宮城県南三陸町（大久保仮設住宅、志
津川中学仮設住宅、南三陸町災害対策本部のボランティアセンター、南三陸町防災対策
庁舎）等で、支援、視察、献花→気仙沼視察・復興屋台村 気仙沼横町→岩手県平泉の中
尊寺・金色堂、毛越寺（世界遺産）見学→玉造荘（宮城県大崎市の鳴子・川渡温泉）泊
◆11 月 23 日（水・祝）8：00 出発→山形県・山寺（立石寺）見学→果物農家（リンゴや
ラ・フランス）→帰路  【山岡修一顧問の企画は、食にもこだわり、各地元の味を堪能】

今年も、新鮮な「春の七草」をありがとう！

 
 1 月 6 日（金）の朝、塚田冷子会長、小松幸子副
会長、秋山峰治副会長、大村洋子事務局長、庄司峯
子運営委員の 5人で、内藤輝夫ご夫妻を訪ね、翌日
の準備のために「春の七草」をたくさんいただいて
きました。毎年、ありがとうございます。 

七草粥の準備は、前日に三ツ谷
新田の内藤輝夫・理恵子ご夫妻を
訪問するところから始まります。

「七草粥とわらべ唄のつどい」

１月７日（土）朝、内も外も準備ができて

塚田冷子会長の「七草粥」の挨拶から
 この七草粥の行事は、平成 13（2001）年から始め、今年で 12 回
目になります。五節句の最初の節句で、人日（じんじつ）とも言い
ます。飛鳥、奈良時代には、「若菜摘み」という風習がありました。
額田王の「茜さす紫野行き標野行き野守は見ずや君が袖振る」、

光孝天皇の「君がため春の野に出でて若菜摘む我が衣手に雪は降り
つつ」、美智子皇后の「癒えましし君が片へに若菜つむ幸おほけな
く春を迎ふる」（平成 16 年）などに、若菜摘みが歌われています。
中国の年中行事の七種の雑穀粥と、平安時代の日本の若菜摘みが

一緒になって、「七草粥」になったといわれています。①神に感謝
し②豊作を願い③１年の無病息災を祈念し④正月に疲れた胃腸を
休め⑤冬に不足しがちなビタミン、ミネラルの補強のために食べる
風習です。私たちの先人たちは、成分薬理作用をまったく知らない
昔、経験を生かし、七草の行事に歌詞を織り込み、正月の行事とし
て残してくれました。 

渡り鳥が唐土の国から渡ってくるとインフルエンザが流行りま
す。その前に、七草を食べましょう。免疫力をつけましょう。 
今年は、九州（鹿児島県出水平野）で、ナベヅルから H５N1 型が

見られました。今日は、しっかり七草を食べてください。 

七草なずな 唐土の鳥が 
日本の国へ 渡らぬ先に 
合わせてバッタバタバッタバタ 

豊岡武士三島市長と歌う、
コールロベリアのみなさん 

金色堂 
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三島市立西小学校 3年 2 クラスに授業 

タイトル「きらきら光る三島の水」

塚田冷子会長は、平成 23 年 10 月 29 日（土）に

三島市立西小学校の 3 年生の教室を訪れ、「水の出

前授業」を行いました。 

この日は『きらきら光る三島の水』と題して、60

人の児童に、ゴミがどんどん増えて川が汚れていっ

た時代のことや、どうして毎日川掃除をするのか、

塚田会長の思いを伝えました。 

①� 川で遊んだ思い出がたくさんあること 

②� みんなにも川で遊んでほしいこと 

③� きれいな川に戻したいこと 

これら 3点を中心に、願いを語りました。 

     
 平成 24 年 1 月 11 日（水）19：00 から社団法人三島青年会議所（ＪＣ）の 2012 年度新年賀詞交歓会が開催され、
塚田冷子会長と小松幸子副会長が出席し、各界の参加者と交流を深めました。出席者は近隣市町の長をはじめ、報
道関係者や元ＪＣ等多数で、丸テーブルはＡ～Ｏまでの 15 テーブル。三島ゆうすい会の 2人はＣテーブルでした。
初めての女性理事長である第 51 代稲村明子理事長（左写真・中央）の挨拶には、フレッシュな意気込みが感じら

れ、会場から温かい拍手が送られました。Ｃテーブルには、東海旅客株式会社三島駅の岩崎孝章首席助役、ＮＰＯ
法人グラウンドワーク三島の渡辺豊博事務局長、三島夏まつり音楽パレード実行委員会の吉田典嘉会長、三嶋大社
の矢田部盛男権宮司、三島市自治会連合会の長谷川清成会長等が出席していました。ＪＣのスローガンはたくさん
ありましたが、大震災直後でもあり「和～明日のために～」が特に心に残りました。様々なことを一緒に取り組ん
でいきましょうという呼び掛けにも好感を持ち、三島ゆうすい会も同様に、他団体と共にできることも考えていき
たいと思いました。 

社団法人三島青年会議所の 2012 年度新年賀詞交歓会に出席（みしまプラザホテル・マーキス）

アメリカ在住のブライアン・タケダさんにも
「三島ゆうすい会 20 周年記念バッジ」贈呈 

「三島ゆうすい会 20 周年記念誌」へ
『可憐な白い花』を寄稿してくださっ
た元三島せせらぎ大使のブライアン・
タケダさんが 11 月 19 日（土）に来島
されたので、御礼の気持ちを込めて「三
島ゆうすい会 20 周年記念バッジ」を贈
呈しました。記念誌は既にアメリカに
届いており、20 周年のお祝いの言葉を
いただきました。 

新装なった塚田邸の庭で、熱々の七草粥を食べる参加者たち

 

 

七草を順
番に紹介す
る大村洋子
事務局長 

配膳風景 

お土産として、参加者には七草の入った袋を手渡し喜ばれ・・・



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24（2012）年度 

「第 21 回三島ゆうすい会総会」 
       

※講演会は、会員以外の方の参加も大歓迎です。 

お誘いあって、お出掛けください。 

 

日 時：平成 24 年 3 月 3 日（土） 

総 会 16：00～16：50（会員のみ） 

講演会 17：00～18：00 

演 題：「うなぎの博物誌」（予定） 

講 師：東京大学助教 黒木 真理 先生  

     懇親会 18：15～20：00（懇親会費 3,000 円） 

会 場：Via701 １F ホール（三島広小路駅より徒歩約 2 分） 
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会費納入のお願い 

 本年度分会費の納入にご協力賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。 
※別紙「会費納入のお願い」を同封させて
いただきました方は、詳しくはそちらをご
覧ください。 

★正会費        3,000 円 
★賛助会費１口   10,000 円 

           （何口でも可） 
 
※下記のいずれかに納入してください。 

〈お振込み先〉 
・郵便振替 0840-4-118192 

加入者名：三島ゆうすい会 
・静岡銀行三島支店 
  普通預金 №0346532 

口座名：三島ゆうすい会 
     会長 塚田冷子 
・スルガ銀行三島セントラル支店 
  普通預金 №572969 
      口座名：三島ゆうすい会 
     会長 塚田冷子 
・三島信用金庫西支店 
  普通預金 №1042399 
     口座名：三島ゆうすい会  
     会長 塚田冷子 

桜川清掃 
・原則毎月第１土曜日 10:00～ 
・白滝公園 集合  
・長靴、軍手またはビニール手袋
持参  

※「桜川を愛する会」とともに、 
 清掃します。 

源兵衛川の清掃 
・原則毎月第 2日曜日 13:00～
・水の苑緑地・かわせみ橋 集合
・長靴、軍手またはビニール手袋

持参 
※「源兵衛川を愛する会」ととも
に、清掃します。 

源兵衛川のいづみ橋から 
広瀬橋までのゴミ拾いなど 

・原則毎週土・日曜日の朝 6:30～
・源兵衛川いづみ橋 集合 

・長靴、軍手またはビニール手袋、
 ゴミを入れる袋等持参 

「三島梅花藻の里」で 
ミシマバイカモ保全活動 

・原則毎月第 2日曜日 10:00～
・三島梅花藻の里 集合 
・長靴、軍手またはビニール 
手袋、草取り道具等持参 

宮さんの川の清掃 

・原則 毎朝 6:30～ 
・宮さんの川 集合  
・長靴、軍手またはビニール
手袋持参 

※「宮さんの川を守る会」と
ともに、清掃します。 

定例活動のお知らせ 

いずれの定例活動も、自由参
加です。雨天の時は、原則とし
て休みです。 

「三島梅花藻の里」保全活動 

  
 12 月 11 日（日）10：00 からの
作業日には、「三島梅花藻の里」
内のヒマラヤザクラが満開で、ミ
シマバイカモの上に近所のイチ
ョウの葉や、赤いドウダンツツジ
の葉が舞い落ちていました。 
 1 月 8 日（日）の作業日には、
日本大学のアメリカ人男子留学
生も手伝いに来てくれました。 

  

 1 カ月前に満開だったヒマラヤ
ザクラはまだ花を付けており、ミ
シマバイカモも、寒い中、白い可
憐な花を咲かせていました。 

 

ご入金・ご入会 

みなさまのご支援、ご
協力に、心より感謝申し
上げます。（お名前・順不同）

 
★ご寄付 
  髙橋佳代子 様 
  石井  茂 様 
  酒井喜代子 様 
  高梨 安正 様 
★ご入会 
  野崎 二雄 様 
  松永 陽子 様 
  後藤 容子 様 
  安室 弘治 様 

予告 

「三島ゆうすい会 20 周年記念誌」贈呈 
 平成 23 年 12 月 15 日（木）、三島市教育委員
会の川村晃教育長を訪ね、三島市内の小中学校
21 校に配布していただくよう「三島ゆうすい会
20 周年記念誌」（各校 5 冊ずつ）を贈呈させて
いただきました。川村教育長からは、貴重で立
派な記念誌ですねと感想をいただきました。 

 
左より、大村洋子事務局長、塚田冷子会長、 

川村晃教育長、小松幸子副会長 


